
TEL 03-4560-5450  https://www.jqa.jp
まずはお気軽にご相談ください！

第三者
目線を
取り入れたい

そのロボット
安全性を証明
できますか？

こんなお悩みありませんか？

お問い合わせはこちらから▶

コンセプト策定フェーズ 設計・開発フェーズ 検証・妥当性確認フェーズ 製品リリースフェーズ 運用フェーズ

・製品構想 ・試作機開発 ・量産設計
・製造

・上市
・認証取得

・国内市場
・グローバル市場

・サービスの提供

●セミナー／研修
●コンセプト策定支援

●リスクアセスメント支援
●機能安全支援

●試験プログラム作成
●試験所アレンジ
●安全試験実施

●規格対応支援
●欧州対応支援

●リスクアセスメント支援
●運用体制構築支援

それぞれのフェーズに合わせた伴走型支援でスッキリ解決！
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設計開発から運用までを、公正・中立な
第三者適合性評価機関「JQA」が
包括的にサポートいたします

ロボットの
安全基準が
分からない

コストと安全
のバランスが
分からない



主にサービス業で使われている
「人の役に立つロボット」です。

機械安全・機能安全に関する資格
保有者や標準化活動への参画メン
バーが在籍。評価経験も有している
ため、対応の相場観を熟知しており
コストと安全性の両立が可能です。

第三者の視点を取り入れることで、
お客さまが実施する安全対策の妥
当性を論理的に整理することが可
能になります。製品導入時や万一の
トラブル発生時においても、事業者
が説明責任を果たす上で有効とな
るエビデンス整備につながります。

TÜV NORD※との戦略的パートナー
シップに基づき、お客さまの欧州
対応（CEマーキング対応や
TÜV NORDによる機能安全認証の
取得）を支援します。
※TÜV NORD CERT GmbHは、TÜV NORD GROUPの
メンバーであり、ドイツ・ ハノーバーに本部を置く
国際的な第三者認証機関です。

ロボットの安全評価・認証や
CEマーキング取得を目指す
事業者向けに、規格要求事
項と評価の考え方を解説し
ます。
セミナー終了後、教育・訓練の
エビデンスとしてもご利用
いただける「受講証」を

発行すること
も可能です。

工場などで“ものづくり”を行うために
使用されるロボットです。

工場や倉庫などで自動走行し、物品の
搬送を行うロボットです。

産業環境で使用される機械や安全
目的で使用される製品です。

〒101-8555 
東京都千代田区神田須田町1-25

お問い合わせ先

お問い合わせは
こちらからTEL 03-4560-5450  https://www.jqa.jp E-mail cert-scheme-dp@jqa.jp

まずはお気軽にご相談ください！

サービスロボット

支援の大まかな期間を
教えてください。 

よくある疑問に
お答えします

各規格に精通した
メンバーによる
手厚いサポート

公正・中立な
第三者適合性評価機関

としての信頼性

海外認証機関との
強固なネットワーク

?

産業用ロボット AGV/AMR 産業機械/部品

01 02 03 04お問い合わせお問い合わせ
サービスの
流れ▶▶▶▶▶

サービスの
流れ▶▶▶▶▶

事前打ち合わせ事前打ち合わせ 概算見積書発行概算見積書発行 お申し込みお申し込み

A.セミナーや技術相談は半日から対応可能です。開
発フェーズ別サービスなどプロジェクト単位のも
のは1カ月からが目安になります。

ロボット安全

Q&A

Q

01

代表的なロボット・機器

JQAは、信頼＋経験で、選ばれています！
10を超える
セミナーコンテンツ

確かな安全を支援する
セミナーを開催しています

選べる開催形式（WEB／オンサイト）

サービスの実施形態を
教えてください。 

A.対面・WEBのいずれでも、お客さまのご希望に合わ
せて実施可能です。また、お客さまよりご提出いた
だいたドキュメントをもとに、テクニカルミーティ
ングにてコメントの共有および議論を行います。

Q 国内および海外で販売の場合にも、
相談は可能ですか? 

A .可能です。国際認証に関しても、パートナー機関
と連携し、支援サービスを提供します。

Q

設計文書を作成してもらうことは
できますか？ 

A .JQAのサービスではお客さまの作成した設計文書
に対して、規格解釈等の側面からコーチングを実施
します。

Q 支援サービスを受けることで、該当規格への
準拠をうたうことはできますか？ 

A.ギャップ分析の結果に基づき、お客さまご自身で
宣言いただくことが可能です。

Q

選ばれる
理由 02選ばれる

理由 03選ばれる
理由

清掃ロボット、配膳ロボット、
警備ロボット、案内ロボットなど例 協働ロボット、

多関節ロボットなど例 農業機械、建設機械、
安全センサー、PLC例


